
一
九
四
五
年
四
月
二
十
五
日
、
文
相
官
邸
に
あ
っ
た
一
枚
の
絵
が
空
襲
に

（
１
）

よ
っ
て
焼
失
し
た
。
一
九
○
九
（
明
治
四
十
二
）
年
か
ら
一
九
一
四
（
大
正

三
）
年
に
か
け
て
交
わ
さ
れ
た
美
術
論
争
ｌ
「
生
の
芸
術
」
論
争
の
き
っ

か
け
を
作
っ
た
油
彩
画
「
停
車
場
の
朝
」
で
あ
る
。

一
九
○
九
年
の
第
三
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
（
文
展
）
で
入
選
し
、
文
部

省
買
い
上
げ
と
な
っ
た
ｌ
そ
し
て
今
で
は
モ
ノ
ク
ロ
写
真
版
で
し
か
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
ｌ
こ
の
作
品
を
描
い
た
の
は
、
当
時
、
東
京
美
術
学
校

に
在
学
中
の
画
学
生
山
脇
信
徳
（
一
八
八
六
～
一
九
五
二
）
で
あ
っ
た
。
山

脇
は
、
美
術
学
校
に
入
学
し
て
最
初
の
年
に
始
ま
っ
た
第
一
回
文
展
で
早
く

も
入
選
を
果
た
し
て
い
た
。
彼
の
絵
画
は
、
高
村
光
太
郎
や
「
白
樺
」
派
の

青
年
た
ち
な
ど
、
新
時
代
の
美
術
を
模
索
す
る
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
持

ち
上
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
山
脇
自
身
は
中
央
で
の
栄
達
を
求
め
ず
、
滋
賀

県
の
膳
所
中
学
や
、
「
満
州
」
の
奉
天
中
学
で
教
鞭
を
執
り
、
渡
欧
を
経

口
ｌ
カ
ル
・
カ
ー
フ
ー
、
生
命
、

Ｉ
「
生
の
芸
術
」
論
争
と
石
井
柏
亭
Ｉ

は
じ
め
に

公
衆

て
、
一
九
二
九
年
か
ら
は
亡
く
な
る
ま
で
郷
里
高
知
で
画
人
と
し
て
の
生
涯

を
送
っ
た
。

中
村
義
一
の
「
日
本
近
代
美
術
論
争
史
』
（
一
九
八
一
年
）
は
、
「
停
車
場

の
朝
」
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
生
の
芸
術
」
論
争
に
つ
い
て
一
章
を
設
け

て
論
じ
て
い
る
。
特
に
、
大
き
く
主
張
が
対
立
し
た
高
村
光
太
郎
と
石
井
柏

亭
に
つ
い
て
は
、
議
論
の
経
過
が
詳
細
に
跡
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
論
争

に
つ
い
て
の
、
も
っ
と
も
よ
く
ま
と
ま
っ
た
文
章
と
な
っ
て
い
る
。

論
争
は
、
二
度
に
わ
た
っ
て
い
る
。
一
度
目
は
、
一
九
○
九
年
の
第
三
回

文
展
直
後
に
始
ま
る
論
争
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
高
村
光
太
郎
、
石
井
柏

亭
、
永
井
荷
風
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
ら
が
発
言
し
た
。
高
村
光
太
郎
の

著
名
な
評
論
「
緑
色
の
太
陽
」
（
『
ス
バ
ル
」
一
九
一
○
年
四
月
）
は
、
こ
の

論
争
の
過
程
で
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
本
稿
で
は
「
第
一
論
争
」
、
ま

た
は
弓
停
車
場
の
朝
」
論
争
」
と
表
記
す
る
）
・

二
度
目
は
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
か
ら
一
四
（
大
正
三
）
年
に
か
け

て
の
高
村
光
太
郎
、
石
井
柏
亭
、
本
間
久
雄
、
木
下
杢
太
郎
ら
に
よ
る
論
争

で
あ
る
（
本
稿
で
は
「
第
二
論
争
」
、
ま
た
は
「
第
二
「
生
の
芸
術
」
論

村
田
裕
和

一
ハ
ー
ニ



争
」
と
表
記
す
る
）
。

発
言
者
の
多
く
が
重
な
っ
て
い
る
点
、
ま
た
「
生
」
「
生
命
」
が
そ
の
主

要
な
テ
ー
マ
と
し
て
論
じ
ら
れ
た
点
で
、
二
つ
の
論
争
を
一
連
の
「
生
の
芸

術
」
論
争
と
し
て
と
ら
え
る
中
村
義
一
の
視
点
は
有
効
だ
ろ
う
。

二
つ
の
論
争
の
根
底
に
は
、
芸
術
（
美
術
）
に
お
い
て
「
生
命
」
と
い
う

抽
象
的
な
概
念
を
い
か
に
表
現
す
べ
き
か
と
い
う
問
い
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で

は
技
術
的
課
題
を
め
ぐ
る
論
議
が
、
そ
の
ま
ま
制
作
者
が
い
か
に
世
界
と
向

き
合
い
、
認
識
し
、
表
現
に
高
め
る
か
と
い
う
理
念
的
課
題
と
も
接
続
し
て

い
た
。
ま
た
、
第
一
論
争
と
第
二
論
争
の
差
異
に
つ
い
て
、
中
村
は
、
「
前

半
の
、
日
本
近
代
美
術
の
地
方
主
義
の
宿
命
論
を
叩
く
「
緑
色
の
太
陽
」
の

（
２
）

世
界
主
義
の
論
議
か
ら
、
後
半
の
生
命
主
義
の
論
議
へ
」
と
い
う
流
れ
を
示

し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
大
筋
で
は
的
を
射
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
要
約
に
も
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
停
車
場
の
朝
」
論
争

（
第
一
論
争
）
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
際
に
は
、
山
脇
信
徳
や
、
彼
を
擁
護
し

た
高
村
光
太
郎
の
側
に
足
場
を
置
い
て
論
じ
ら
れ
る
傾
向
が
強
い
の
も
ま
た

事
実
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
「
停
車
場
の
朝
」
を
否
定
的
に
評
価
し
た
人
物
と
し
て
言
及

さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
こ
と
の
多
い
石
井
柏
亭
の
側
か
ら
、
論
争
を
読
み
な
お

し
て
み
た
い
。
柏
亭
の
側
か
ら
見
る
と
、
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
光
景
が
立

ち
現
れ
る
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
論
争
の
中
で
使
用
さ
れ
た
基
本
用
語
「
ロ

ー
カ
ル
・
カ
ラ
ー
」
に
つ
い
て
、
当
時
の
文
学
側
の
動
向
を
も
参
照
し
つ
つ

検
討
す
る
こ
と
で
、
一
九
一
○
年
代
の
洋
画
家
や
詩
人
た
ち
を
取
り
巻
い
て

い
た
環
境
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
九
○
七
（
明
治
四
十
）
年
に
設
立
さ
れ
た
文
展
洋
画
部
は
、
東
京
美
術

学
校
と
光
風
会
（
白
馬
会
の
後
身
）
を
中
心
と
す
る
勢
力
に
よ
っ
て
占
め
ら

れ
た
。
そ
の
中
心
は
日
本
洋
画
界
の
重
鎮
黒
田
清
輝
で
あ
る
。
黒
田
は
明
治

美
術
会
（
一
八
八
九
年
設
立
）
の
支
配
に
対
抗
す
る
形
で
白
馬
会
を
創
設

（
一
八
九
六
年
）
し
た
の
だ
が
、
同
時
に
彼
が
新
設
の
東
京
美
術
学
校
西
洋

画
科
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
「
外
光
派
」
は
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の

主
流
と
な
り
形
勢
は
逆
転
し
て
い
た
。
明
治
美
術
会
は
若
手
を
中
心
に
あ
ら

た
に
太
平
洋
画
会
（
一
九
○
二
年
）
と
な
り
、
文
展
に
は
傍
流
な
が
ら
こ
の

勢
力
も
含
ま
れ
て
い
た
。
山
脇
信
徳
も
、
高
村
光
太
郎
も
、
ま
た
石
井
柏
亭

も
、
最
初
は
こ
う
し
た
文
展
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
影
響
下
に
あ
っ
た
。

山
脇
信
徳
の
「
停
車
場
の
朝
」
は
、
早
朝
の
上
野
駅
を
描
い
て
い
る
。
や

や
高
い
位
置
か
ら
下
に
線
路
と
ホ
ー
ム
を
見
下
ろ
し
、
そ
の
背
後
に
は
画
面

奥
ま
で
家
並
み
が
広
が
っ
て
い
る
。
ホ
ー
ム
手
前
の
木
柵
は
、
画
面
を
完
全

に
横
切
っ
て
、
そ
の
影
は
さ
ら
に
手
前
の
道
路
に
は
っ
き
り
と
映
さ
れ
て
い

る
。
左
方
の
荷
馬
車
を
引
く
人
物
は
、
右
方
向
へ
と
進
む
よ
う
で
あ
る
。
ホ

ー
ム
上
や
そ
の
む
こ
う
側
の
道
路
な
ど
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
人
影
が
み
ら
れ
、

朝
の
光
に
照
ら
し
出
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
逆
光
で
あ
る
）
。
お
そ
ら
く
上

野
の
山
か
ら
東
方
を
傭
鰍
し
て
描
い
た
の
だ
ろ
う
。
鍵
岡
正
謹
が
、
高
村
光

太
郎
の
文
章
を
引
き
な
が
ら
説
明
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ヘ
ラ
だ
け
を
用

い
て
絵
の
具
を
盛
り
上
げ
、
大
胆
に
色
が
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

｜
文
展
と
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー

六
四



〈
３
）

に
満
ち
た
都
市
の
光
景
が
そ
の
ま
ま
に
切
り
取
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
作
品
を
、
最
初
に
評
価
し
た
一
人
は
高
村
光
太
郎
で
あ
っ
た
『
〕
彼

は
、
絵
に
は
「
命
」
が
あ
り
、
「
自
然
を
見
る
態
度
の
敬
度
さ
を
う
れ
し
く

（
４
）

感
じ
候
」
と
述
べ
て
い
る
。

つ
づ
い
て
、
永
井
荷
風
や
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
が
こ
れ
を
モ
ネ
と
の
親

（
５
）

近
性
に
お
い
て
肯
定
的
に
語
っ
た
。
だ
が
当
然
な
が
ら
、
こ
う
し
た
比
較
の

あ
り
方
は
、
モ
ネ
の
模
倣
と
と
ら
え
る
石
井
柏
亭
の
よ
う
な
否
定
的
評
価
に

も
結
び
つ
い
た
。
柏
亭
は
、
「
地
方
色
」
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
ほ
と
ん
ど

（
６
）

「
零
」
で
あ
る
と
厳
し
く
批
判
し
た
。

称
賛
者
の
高
村
光
太
郎
も
、
モ
ネ
と
の
関
係
性
に
お
い
て
理
解
す
る
こ
と

は
認
め
な
か
っ
た
が
、
「
緑
色
の
太
陽
」
（
前
出
）
で
は
、
柏
亭
の
よ
う
に

「
地
方
色
」
に
あ
ら
か
じ
め
拘
束
さ
れ
る
こ
と
の
愚
を
指
摘
し
て
主
な
や
り

と
り
は
終
了
し
た
。

石
井
柏
亭
は
こ
の
論
争
の
あ
と
渡
欧
し
、
帰
国
後
に
起
こ
っ
た
の
が
二
度

目
の
「
生
の
芸
術
」
論
争
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
き
っ
か
け
は
文
展
で
あ

ブ
（
》
Ｏ

第
七
回
文
展
（
一
九
一
三
年
）
は
、
当
初
か
ら
審
査
員
と
出
品
作
を
め
ぐ

る
疑
惑
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
文
展
と
た
も
と
を
分
か
っ
た
は
ず
の
団
体
の

会
員
に
よ
る
出
品
や
、
二
重
出
品
な
ど
で
あ
る
。
『
時
事
新
報
」
は
、
新
世

代
の
芸
術
家
を
擁
し
て
文
展
を
全
面
的
に
特
集
し
た
が
、
そ
の
中
の
高
村
光

太
郎
の
文
章
「
文
展
の
彫
刻
」
が
論
争
の
発
端
と
な
っ
た
。

ラ
丼
イ

高
村
は
「
私
は
作
品
の
生
命
の
有
無
を
見
て
直
に
其
の
作
家
の
生
の
有
無

（
守
ｊ
）

を
見
る
事
が
出
来
る
」
と
い
う
態
度
を
取
り
、
み
ず
か
ら
「
絶
対
の
境
地
」

ロ
ー
カ
ル
・
カ
ラ
ー
、
生
命
、
公
衆

ラ
丼
イ

と
呼
ぶ
位
置
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
作
品
に
「
生
の
欠
乏
」
と
、
「
各
作
家
の
真

の
自
覚
の
不
足
」
を
指
摘
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
石
井
柏
亭
は
、
基
本
的
に
は
作
品
に
「
生
」
を
求
め
る
こ

と
を
肯
定
し
な
が
ら
も
、
こ
う
し
た
絶
対
的
態
度
は
「
理
想
」
で
あ
る
と

し
、
「
社
会
生
存
上
仮
り
に
時
折
相
対
的
態
度
を
と
る
も
の
が
あ
っ
て
も
、

〈
８
）

そ
れ
は
答
む
る
に
及
ぶ
ま
い
」
と
折
衷
的
な
発
言
を
お
こ
な
っ
た
。
（
９
）

高
村
は
、
「
生
命
」
の
絶
対
性
に
依
拠
す
る
こ
と
を
ゆ
ず
ら
ず
、
一
方
柏

亭
は
、
「
た
ザ
新
聞
と
云
ふ
様
な
普
遍
的
な
場
所
に
公
に
さ
れ
て
の
効
力
を

疑
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
生
命
を
さ
し
置
い
て
芸
術
的
技
巧
の
末
ば
か
り
説
け

（
、
）

と
云
ふ
注
文
で
は
無
い
」
と
述
べ
た
。
主
張
に
一
貫
性
が
あ
る
高
村
に
比

べ
、
柏
亭
の
議
論
は
暖
昧
で
、
妥
協
的
に
も
見
え
る
。

こ
の
論
争
で
は
、
美
術
批
評
に
お
け
る
「
生
命
」
と
「
自
然
」
の
優
位
性

が
双
方
で
確
認
さ
れ
、
共
通
理
解
と
な
っ
た
。
一
方
で
、
そ
の
評
価
基
準
を

絶
対
的
な
も
の
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
棚
対
的
に
運
用
す
べ
き
も
の
と
す
る

か
に
よ
っ
て
意
見
が
相
違
し
た
。
こ
う
し
た
相
違
の
根
底
に
は
、
芸
術
作
品

を
見
る
主
体
が
、
対
象
と
の
位
置
関
係
を
ど
の
よ
う
に
認
識
す
る
の
か
と
い（皿）

う
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
論
争
当
事
者
た
ち
の
後
年
の
回
想

に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
反
文
展
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
共
通
の
足
場
に
立
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

文
部
省
や
東
京
美
術
学
校
と
一
体
化
し
、
太
平
洋
画
会
を
取
り
込
ん
だ
文

展
が
、
美
術
家
の
地
位
を
左
右
す
る
強
大
な
権
力
構
造
で
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
土
方
定
一
は
「
印
象
主
義
以
後
」
（
一
九
五
四
年
）
の
中
で
次

の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。

六
五



連
日
数
千
人
を
集
め
た
文
展
の
影
響
力
は
、
良
く
も
悪
く
も
絶
大
で
あ
つ

（
Ｂ
）た
。
第
二
論
争
（
一
九
一
三
～
一
四
年
）
の
発
端
と
な
っ
た
第
七
回
文
展
の

混
乱
は
、
「
反
文
展
」
を
標
傍
す
る
石
井
柏
亭
ら
の
二
科
会
（
一
九
一
四
年

～
）
や
、
日
本
美
術
院
洋
画
部
（
一
九
一
四
～
二
○
年
）
を
生
み
出
す
に
至

り
、
一
方
で
は
、
岸
田
劉
生
・
高
村
光
太
郎
ら
に
よ
る
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
（
一

九
一
二
～
一
三
年
、
第
二
回
展
で
は
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
）
や
草
土
社
（
一
九
一

五
～
二
二
年
）
の
出
発
を
裏
側
か
ら
後
押
し
し
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

文
展
、
芸
術
家
、
公
衆
（
民
衆
）
の
不
安
定
な
関
係
が
、
反
文
展
と
い
う

方
向
を
か
た
ち
づ
く
る
な
か
で
、
し
か
し
彼
ら
も
ま
た
一
枚
岩
と
い
う
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。
「
生
の
芸
術
」
論
争
に
お
け
る
高
村
光
太
郎
と
石
井
柏
亭

の
対
立
は
、
そ
の
代
表
的
な
現
れ
で
あ
る
。

自
我
（
生
）
の
絶
対
性
に
立
つ
高
村
に
比
し
て
、
「
生
命
」
を
重
視
し
つ

つ
も
、
そ
れ
を
前
面
に
打
ち
出
さ
な
い
柏
亭
の
論
は
い
か
に
も
明
蜥
さ
を
欠

く
よ
う
に
見
え
る
。
い
っ
た
い
彼
は
何
を
言
お
う
と
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

日
露
戦
争
後
の
日
本
が
、
外
国
に
お
け
る
ご
と
き
官
設
展
を
も
ち
た
い

と
す
る
要
望
を
も
つ
の
は
当
然
と
い
っ
て
い
い
の
で
、
文
展
開
設
は
美

術
の
大
衆
化
に
大
き
な
役
割
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
と
同
時
に
、
そ

の
と
き
支
配
的
で
あ
っ
た
光
風
会
系
、
太
平
洋
画
会
系
の
画
風
が
日
本

の
官
許
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
し
て
美
術
界
を
支
配
し
、
ま
た
文
部
省
の
美

術
品
買
上
げ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
文
展
の
み
を
保
護
す
る
官
僚
的
美

術
保
護
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
近
代
日
本
の
美
術
の
自
由

（
腿
）

な
発
展
を
ど
ん
な
に
妨
げ
た
か
わ
か
ら
な
い
。

か
。
柏
亭
は
、
第
二
論
争
に
お
い
て
、
高
村
光
太
郎
の
称
揚
す
る
ゴ
ッ
ホ
ば
か

り
が
「
生
の
芸
術
」
で
は
な
く
、
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
も
「
熱
烈
な
る
生
の
為
め

（
Ｍ
）

の
芸
術
」
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
と
主
張
し
た
。
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
と
ゴ
ッ
ホ

と
の
距
離
は
、
一
見
「
冷
静
」
と
「
狂
熱
」
と
い
う
相
対
的
な
程
度
の
差
と

し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
が
、
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
に
「
生
」
は

な
い
と
主
張
す
る
高
村
に
対
し
て
、
柏
亭
は
「
生
」
と
い
う
も
の
を
「
生
を

（
鳩
）

体
得
し
た
径
路
」
と
い
う
意
味
で
使
用
し
た
と
説
明
し
て
い
る
。
作
者
の
全

人
格
（
生
）
が
、
作
品
に
い
か
に
結
晶
し
て
い
る
か
を
問
題
と
す
る
高
村
に

対
し
て
、
柏
亭
は
あ
る
種
の
「
過
程
」
と
し
て
こ
れ
を
想
定
し
て
い
た
の
で

あ
る
。評
価
の
基
準
に
つ
い
て
も
、
主
観
的
・
直
観
的
に
力
強
さ
や
動
き
を
評
価

す
る
高
村
に
対
し
、
柏
亭
は
「
自
然
と
密
接
」
で
あ
る
こ
と
と
い
う
基
準
を

立
て
て
い
る
。
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
と
「
過
程
」
、
あ
る
い
は
「
自
然
と
密
接
」

と
い
う
基
準
は
ど
こ
で
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

柏
亭
は
こ
れ
ま
で
も
折
に
触
れ
て
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
に
言
及
し
て
お
り
、
一

九
○
八
（
明
治
四
十
一
）
年
の
雑
誌
「
方
寸
」
に
は
柏
亭
部
分
訳
の
「
テ
ン

・
ヲ
ク
ロ
ッ
ク
」
（
言
ョ
①
⑫
ン
．
三
ｏ
ｚ
①
臺
乏
三
三
目
恵
一
『
。
．
ｏ
ざ
鼻
諦
巨
胃
‐

（
肥
）

ミ
周
．
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
同
じ
柏
亭
訳
、
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ル

ヅ
著
「
景
色
画
と
近
世
荷
蘭
画
家
」
百
出
．
Ｑ
①
①
。
量
①
一
身
．
陦
言
胃
§
砲
、
ミ
ミ
‐

（
Ⅳ
一

言
恥
ミ
ミ
ミ
。
烏
ミ
ロ
ミ
ｇ
ｅ
ミ
畠
．
）
に
注
目
し
た
い
。
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ル
ヅ

は
、
「
真
」
と
思
想
感
情
と
の
「
密
接
な
る
結
合
」
を
主
張
し
、
そ
の
稀
有

な
る
結
合
の
幾
つ
か
の
例
の
一
つ
に
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
を
挙
げ
て
い
た
。
写
生

一
ハ
ー
ハ



日
本
ア
ル
プ
ス
を
芸
術
的
に
「
発
見
」
し
た
小
島
烏
水
の
「
紀
行
文
論
」

（
「
文
庫
」
一
九
○
七
年
九
月
）
は
、
「
自
然
の
生
命
は
そ
の
活
動
、
或
は
変

化
に
あ
る
」
と
述
べ
、
「
天
地
皆
色
彩
に
満
ち
、
色
彩
は
或
は
生
命
を
表
現

し
、
活
動
を
啓
示
し
て
ゐ
る
」
と
書
い
て
い
た
。
同
じ
文
章
で
は
、
「
ロ
ー

カ
ル
・
カ
ラ
ア
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
真
）
の
追
求
と
、
作
家
の
思
想
感
情
の
投
入
と
は
、
い
い
か
え
れ
ば
、
絵

画
に
お
い
て
主
観
と
客
観
と
の
一
致
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
対
象
の

「
生
を
体
得
」
し
、
画
家
自
身
の
「
生
」
を
そ
こ
に
投
げ
返
す
と
い
う
往
復

運
動
（
過
程
）
の
中
か
ら
、
一
枚
の
絵
が
立
ち
現
れ
て
く
る
。
柏
亭
の
抱
い

て
い
た
絵
画
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
も
こ
れ
に
近
い
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
ま
る
で
太
陽
の
よ
う
に
、
中
心
か
ら
ま
ば
ゆ
い
自
我
が
放
射
さ

れ
て
く
る
ゴ
ッ
ホ
的
「
生
の
芸
術
」
と
そ
れ
は
、
ま
る
で
次
元
の
異
な
る
話

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

自
然
の
色
彩
、
活
動
、
変
化
、
こ
れ
ら
を
活
描
す
る
の
は
、
容
易
で
な

い
、
併
し
個
々
の
特
色
を
究
め
て
置
く
と
い
ふ
こ
と
は
、
尤
も
大
切
で

あ
る
と
信
ず
る
、
従
来
の
紀
行
文
に
現
は
れ
た
自
然
を
見
た
ま
へ
、
ど

こ
に
特
色
が
出
て
ゐ
る
か
、
〔
：
…
・
〕
ロ
ー
カ
ル
・
カ
ラ
ァ
な
ど
は
、

以
て
の
外
で
あ
る
、
〔
：
：
：
〕
変
化
が
解
ら
ね
ば
活
動
が
解
ら
ず
、
随

っ
て
、
表
象
も
解
ら
ず
、
真
髄
の
美
感
を
つ
か
む
こ
と
は
、
及
び
も
つ

二
口
ｌ
カ
ル
・
カ
ラ
ー
の
攻
防

ロ
ー
カ
ル
・
カ
ラ
ー
、
生
命
、
公
衆

「
自
然
」
を
絶
え
ざ
る
変
化
の
相
に
お
い
て
と
ら
え
る
こ
と
が
「
真
髄
の

美
感
」
を
把
捉
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
は
よ
り
高
次
元
の
「
ロ
ー
カ

ル
・
カ
ラ
ア
」
の
表
現
へ
の
道
で
も
あ
る
。

柏
亭
は
烏
水
の
こ
の
論
に
対
し
て
「
概
ね
吾
人
の
賛
同
を
跨
跨
せ
ざ
る
も

（
四
）

の
で
あ
る
」
と
賛
意
を
示
し
、
さ
ら
に
、
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
に
言
及
し
て
、
そ

の
芸
術
主
義
が
絵
画
に
お
け
る
主
観
の
排
斥
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い

る
。
柏
亭
は
、
小
島
烏
水
の
議
論
を
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
を
媒
介
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
主
体
と
対
象
と
の
一
致
、
あ
る
い
は
思
想
感
情
と
外
形
と
の
一
致
と

い
う
調
和
・
統
一
の
相
に
お
い
て
理
解
し
た
の
で
あ
る
。

右
の
小
島
の
文
章
に
出
て
き
た
「
ロ
ー
カ
ル
・
カ
ラ
ア
」
は
、
「
停
車
場

の
朝
」
論
争
で
柏
亭
が
使
用
し
た
「
地
方
色
」
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
合
い
で
使

用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
柏
亭
は
論
争
以
前
よ
り
す
で
に
、

「
大
に
し
て
は
余
は
日
本
の
地
方
色
を
尊
ぶ
。
小
に
し
て
は
一
国
一
村
の
地

方
色
を
重
ん
ず
る
。
尚
之
れ
を
小
に
し
て
は
一
物
一
個
の
特
性
を
究
め
ん
と

（
釦
）

す
る
」
と
書
い
て
い
た
。
柏
亭
の
い
う
ロ
ー
カ
ル
・
カ
ラ
ー
と
は
、
地
理
的

な
意
味
で
の
「
地
方
色
」
か
ら
、
物
体
独
自
の
「
固
有
色
」
ま
で
を
含
意
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

先
述
の
よ
う
に
、
「
緑
色
の
太
陽
」
は
、
柏
亭
の
「
地
方
色
」
批
判
で
も

あ
っ
た
の
だ
が
、
高
村
光
太
郎
の
「
地
方
色
」
は
、
地
理
的
な
特
徴
を
示
す

「
色
」
と
い
う
意
味
で
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
突
き
つ
め
れ
ば

か
な
い
、
〔
・
・

特
殊
の
影
が
、

・
〕
対
象
た
る
自
然
物
の
研
究
を
疎
か
に
し
て
、
或
る

（
岨
）

写
る
筈
が
な
い
。

六
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「
日
本
」
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
日
本
的
」
で
あ
ろ
う
と
す
る
意
思
は
不

要
で
、
作
家
の
「
生
命
」
を
ど
こ
ま
で
も
追
究
す
れ
ば
い
い
と
い
う
の
で
あ

（
劃
）

る
。
こ
れ
を
、
一
種
の
前
衛
芸
術
宣
言
と
受
け
取
る
理
解
も
あ
る
が
、
彼
の

議
論
が
、
た
と
え
「
緑
色
の
太
陽
」
を
描
い
て
も
、
日
本
人
の
筆
に
な
っ
た

も
の
は
日
本
的
に
し
か
な
ら
な
い
と
い
う
一
種
の
民
族
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と

対
に
な
っ
て
い
た
点
は
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

中
村
義
一
は
こ
れ
を
、
「
日
本
の
近
代
美
術
の
〈
宿
命
〉
を
め
ぐ
る
議

論
」
と
と
ら
え
、
高
村
光
太
郎
の
「
世
界
主
義
の
主
張
」
と
し
て
い
る
の
だ

が
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
素
朴
な
受
け
取
り
方
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
制
作
者

と
描
く
対
象
と
の
双
方
に
、
固
定
的
で
共
通
の
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

振
り
当
て
な
い
か
ぎ
り
、
こ
の
よ
う
な
前
提
は
成
立
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
柏
亭
に
と
っ
て
、
ロ
ー
カ
ル
・
カ
ラ
ー
と
は
、
物
質
の
〈
色
〉
で

あ
り
、
そ
れ
ら
を
素
材
と
し
て
生
活
す
る
人
間
た
ち
の
営
み
に
反
映
さ
れ
た

く
色
〉
で
あ
り
、
そ
う
し
た
人
間
と
自
然
の
全
体
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
地

方
の
〈
色
〉
で
あ
っ
た
。
柏
亭
は
、
「
土
地
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ア
を
重
ん
ず

る
」
含
美
術
新
報
』
一
九
一
○
年
八
月
）
で
、
自
然
と
人
間
の
生
活
が
調
和

し
て
い
る
場
所
を
取
材
す
る
べ
き
だ
と
し
て
、

海
岸
へ
行
っ
た
か
ら
と
云
っ
て
、
単
に
岩
や
水
ば
か
り
を
描
い
て
ゐ
た

の
で
は
詰
ら
な
い
と
思
ふ
。
其
処
に
何
等
か
人
間
の
生
活
が
加
は
っ
て

来
な
け
れ
ば
面
白
く
な
い
。
〔
．
：
：
。
〕
土
地
の
キ
ヤ
ラ
ク
タ
ア
を
重
ん

ず
る
結
果
は
自
然
さ
う
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
一
体
人
間
が
住
ん
で
ゐ

（
錘
）

る
場
処
は
多
少
自
然
が
変
形
さ
れ
て
ゐ
る
。
其
処
が
面
白
い
処
だ
。

と
語
っ
て
い
た
。
人
間
に
よ
る
自
然
の
変
形
へ
の
注
目
は
、
先
駆
的
な
例

と
し
て
は
国
木
田
独
歩
の
「
武
蔵
野
」
（
「
国
民
之
友
」
一
八
九
八
年
一
月
、

二
月
）
な
ど
に
も
見
ら
れ
た
。
し
か
し
柏
亭
に
あ
っ
て
は
、
「
貧
弱
に
し
て

さ
か
ん

浅
薄
な
る
材
料
は
、
粗
雑
に
し
て
無
責
任
な
る
工
作
と
相
待
っ
て
、
今
旺
に

（
鐸
）

市
外
れ
の
得
難
き
美
趣
を
破
壊
し
つ
、
あ
る
」
と
い
う
都
市
近
代
化
批
判
と

も
表
裏
の
関
係
に
あ
っ
た
。

柏
亭
は
、
「
健
全
に
し
て
堅
実
な
る
欧
化
」
の
徹
底
を
説
い
て
い
る
の
だ

が
、
「
過
渡
期
の
奇
観
」
の
「
偽
り
な
き
証
跡
を
後
代
に
遺
す
可
き
義
務
」

が
画
家
に
あ
る
と
い
う
柏
亭
の
認
識
は
、
時
代
の
負
の
証
言
者
と
し
て
の
義

務
に
言
及
し
た
も
の
で
あ
り
、
文
明
論
を
内
包
し
た
自
然
主
義
者
の
世
界
認

識
と
も
接
続
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
相
馬
御
風
は
、
「
文
芸
上
主
客
両
体
の
融
会
」
含
早
稲
田
文

学
』
一
九
○
七
年
十
月
）
の
な
か
で
、
科
学
的
文
明
と
感
情
と
の
せ
め
ぎ
合

い
を
統
合
し
よ
う
と
し
て
果
た
せ
ず
「
終
に
主
客
両
体
の
見
界
を
さ
へ
失
」

い
、
「
あ
る
も
の
は
只
鋭
き
観
察
の
眼
の
み
」
と
な
っ
た
の
が
自
然
主
義
で

あ
る
と
説
く
。
「
自
然
主
義
は
自
己
も
自
然
も
同
一
潭
融
せ
る
も
の
と
し

て
、
之
れ
を
描
」
く
と
い
う
御
風
の
思
考
は
、
師
の
島
村
抱
月
ら
よ
り
も
、

よ
り
強
く
近
代
科
学
文
明
へ
の
批
判
を
意
識
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
議

論
が
き
わ
め
て
観
念
的
・
抽
象
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
、
実
作

を
伴
わ
な
い
早
稲
田
の
自
然
主
義
者
に
共
通
の
弱
点
で
も
あ
っ
た
。
石
井
柏

亭
の
絵
画
論
は
、
こ
う
し
た
文
学
上
の
自
然
主
義
論
と
密
接
し
な
が
ら
も
、

よ
り
具
体
的
な
ｌ
技
術
的
な
ｌ
課
題
か
ら
出
発
し
た
上
で
思
考
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

六
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柏
亭
が
、
黒
田
鵬
心
、
結
城
素
明
と
と
も
に
編
纂
し
た
『
美
術
辞
典
』

（
日
本
美
術
学
院
、
一
九
一
四
年
十
一
月
）
の
「
ロ
ー
カ
ル
・
カ
ラ
ー
冒
邑

の
。
一
。
胃
」
の
項
に
は
、
「
或
る
物
体
特
有
の
色
。
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
派
の
人
々

は
此
言
葉
の
意
味
を
押
し
広
め
て
、
場
所
、
服
装
、
其
他
の
附
属
物
の
正
確

な
る
表
現
と
云
ふ
こ
と
を
意
味
せ
し
め
た
」
と
簡
単
に
書
か
れ
て
い
る
。
絵

画
論
の
場
合
、
色
の
物
質
と
し
て
の
具
体
性
に
依
拠
す
る
分
、
ロ
ー
カ
ル
・

カ
ラ
ー
の
再
現
と
い
う
問
題
は
、
せ
ま
い
意
味
で
の
技
術
論
に
終
始
さ
せ
て

語
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
次
の
蒲
原
有
明
の
よ
う

に
、
文
字
テ
ク
ス
ト
で
あ
っ
て
も
色
彩
に
対
し
て
過
剰
な
期
待
が
も
た
れ
て

い
る
こ
と
を
考
盧
す
る
な
ら
、
「
ロ
ー
カ
ル
・
カ
ラ
ー
」
が
、
芸
術
表
現
に

お
け
る
主
客
の
問
題
を
語
る
上
で
、
き
わ
め
て
重
要
な
概
念
で
あ
っ
た
と
想

像
す
べ
き
だ
ろ
う
。
蒲
原
は
、

と
述
べ
て
、
色
彩
と
生
命
を
関
係
づ
け
て
い
る
。
色
彩
と
い
う
抽
象
的
か

今
日
で
は
、
色
彩
を
単
に
装
飾
的
或
は
配
合
的
に
取
り
扱
っ
た
ば
か
り

で
は
、
我
々
に
は
決
し
て
真
実
な
感
は
与
へ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
我
々

が
実
際
に
感
覚
す
る
と
こ
ろ
の
色
彩
、
即
ち
自
然
の
生
命
の
一
部
の
表

現
を
精
密
に
真
実
に
せ
ん
が
為
に
、
色
彩
を
重
ん
じ
て
、
そ
れ
を
忠
実

た
や
す

（
別
）

に
写
さ
う
と
云
ふ
事
に
な
る
と
、
さ
う
容
易
く
行
く
も
の
で
な
い
。

三
「
生
命
」
の
屈
折

ロ
ー
カ
ル
・
カ
ラ
ー
、
生
命
、
公
衆

と
、
「
生
命
」
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
写
す
「
画
家
」
の
姿
が
歌
わ
れ
て
い
た
。

「
生
の
芸
術
」
論
争
に
か
か
わ
る
画
家
や
詩
人
た
ち
は
、
ジ
ャ
ン
ル
を
越

え
て
緩
や
か
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
江
戸
趣
味
と
異
国
趣
味
の
混
合
し
た
雰

囲
気
を
下
町
の
河
畔
に
求
め
た
「
パ
ン
の
会
」
（
一
九
○
八
年
～
一
九
二

年
頃
）
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
石
井
柏
亭
、
高
村
光
太
郎
、
北
原

白
秋
ら
が
参
加
し
、
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
ヘ
の
関
心
も
こ
こ
で
共
有
さ
れ
て
い
た

こ
と
は
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。

会
の
中
心
に
い
た
木
下
杢
太
郎
は
、
「
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
の
絵
の
心
を
」
と

（
坊
）

い
う
副
題
を
も
つ
一
篇
の
ロ
ー
マ
字
詩
を
一
九
○
九
年
に
つ
く
っ
て
お
り
、

つ
具
体
的
な
物
質
を
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
象
の
「
生
命
」
は
芸
術
作

品
の
「
生
命
」
と
な
る
の
で
あ
る
。

ロ
Ｉ
カ
ル
・
方
弓
Ｉ

柏
亭
が
地
方
色
／
固
有
色
と
呼
ん
だ
も
の
は
、
描
く
対
象
と
主
体
の
感
情

の
「
一
致
」
を
再
現
す
る
た
め
の
色
彩
で
あ
り
、
双
方
の
「
生
命
」
を
媒
介

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
装
置
で
あ
っ
た
。
芸
術
に
「
生
」
が
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
ロ
ー
カ
ル
・
カ
ラ
ー
の
媒
介
に
よ
っ
て
対
象
の
「
生
命
」
が
定

着
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
同
時
に
画
家
の
側
の
「
生
命
」
も
そ
こ
に
定

（
弱
）

着
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

ザ
ム
ポ
ア

川
路
柳
虹
の
「
局
國
信
冨
①
（
素
画
と
含
朱
蘂
』
一
九
一
二
年
三
月
）

と
題
す
る
詩
に
は
、

〆
ヤ
ル
ボ
ン

い
の
ち

木
炭
の
走
る
が
ま
ゞ
に
君
の
生
命
を

こ
、
ろ
安
く
紙
の
上
に
う
つ
す
、
画
家
よ
、

六
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ノ
ヶ
チ
ユ
ル
Ｘ

野
田
宇
太
郎
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
こ
の
「
金
と
青
と
の
愁
夜
曲
、
」

は
、
英
訳
す
れ
ば
三
ミ
ミ
ミ
ミ
冨
冨
へ
礎
ミ
ミ
Ｃ
ｅ
ミ
．
で
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
の
画

（
記
）

題
そ
の
ま
ま
」
で
あ
る
。
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
の
「
ノ
ク
タ
ー
ン
青
と
金
色
Ｉ

オ
ー
ル
ド
・
バ
タ
シ
ー
・
ブ
リ
ッ
ジ
」
（
一
八
七
三
年
頃
、
テ
イ
ト
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
蔵
）
は
、
高
い
橋
脚
の
上
の
弓
な
り
の
橋
と
人
影
を
背
景
の
闇
に
と

け
込
ま
せ
る
か
の
よ
う
に
描
き
、
そ
の
向
こ
う
に
花
火
が
か
す
か
に
き
ら
め

く
ｌ
と
い
う
、
広
重
や
北
斎
の
浮
世
絵
に
想
を
得
た
と
思
わ
れ
る
ジ
ャ
ポ

ニ
ス
ム
作
品
で
あ
る
。
こ
う
し
た
東
洋
（
日
本
）
へ
の
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム

を
、
パ
ン
の
会
の
人
々
は
、
日
本
に
い
な
が
ら
に
共
有
し
よ
う
と
試
み
た
。

ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
（
西
洋
）
の
側
に
身
を
置
く
こ
と
で
、
隅
田
川
は
セ
ー
ヌ

川
へ
と
変
貌
し
、
ま
だ
現
実
に
名
残
り
を
と
ど
め
て
い
た
は
ず
の
江
戸
は
想

像
界
（
憧
慢
の
対
象
）
へ
と
遠
景
化
す
る
。
こ
の
地
政
学
的
な
遠
近
法
を
採

用
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
は
、
西
洋
と
日
本
の
文
化
的
混
交
状
態
に
遊
離
し
つ

つ
あ
る
み
ず
か
ら
の
「
生
」
に
、
形
を
与
え
よ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

北
原
白
秋
に
は
、
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
の
画
題
を
そ
の
ま
ま
読
み
込
ん
だ
著
名
な

（
訂
）

詩
「
金
と
青
と
の
」
が
あ
る
。

ノ
ク
チ
ュ
ル
ヌ

金
と
青
と
の
愁
夜
曲
、

贋
０
ウ
エ
ッ
ト
０

春
と
夏
と
の
二
声
楽
、

わ
か
い
東
京
に
江
戸
の
唄
、

か
げ
陰
影
と
光
の
わ
が
こ
こ
ろ
。

白
秋
や
杢
太
郎
の
文
学
に
み
ら
れ
る
デ
カ
ダ
ン
ス
つ
い
て
、
鈴
木
貞
美
は

「
「
生
命
」
の
叛
逆
が
既
成
の
秩
序
に
閉
ざ
さ
れ
て
、
屈
折
し
た
と
こ
ろ
に
生

（
釣
）

ま
れ
る
現
象
」
と
し
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
「
既
成
の
秩
序
」
の
側
も
固
定

的
で
は
な
い
。
問
題
は
「
生
命
」
の
浮
上
が
、
何
に
対
す
る
「
屈
折
」
の
現

れ
で
あ
っ
た
の
か
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
し
か
に
、
白
秋
詩
で
は
、
相
反
す
る
方
向
性
（
若
い
東
京
と
江
戸
）

が
、
時
に
二
声
楽
と
な
り
な
が
ら
、
陰
陽
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
「
わ
が
こ
こ

ろ
」
に
落
と
し
て
い
た
。
明
治
末
の
青
年
は
、
現
実
（
若
い
東
京
）
と
の
全

的
な
一
体
感
を
も
は
や
抱
く
こ
と
が
で
き
な
い
か
わ
り
に
、
そ
の
引
き
裂
か

れ
た
感
覚
に
あ
ら
た
な
美
を
感
得
し
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
都
市
に
漂
う

「
生
命
」
の
希
薄
感
と
、
江
戸
文
明
と
い
っ
た
ん
切
断
さ
れ
た
「
生
命
」
の

身
軽
さ
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
柏
亭
に
お
け
る
ホ
イ
ッ

ス
ラ
ー
の
受
容
は
、
こ
れ
と
は
ま
た
異
な
っ
た
屈
折
を
示
し
て
い
る
。

反
文
展
の
象
徴
と
も
い
え
る
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
は
、
一
九
一
三
年
三
月
十
一

日
か
ら
三
十
日
ま
で
読
売
新
聞
社
三
階
で
第
二
回
展
を
開
催
し
、
こ
れ
を
最

後
に
消
滅
し
た
。
中
心
人
物
の
一
人
岸
田
劉
生
は
、
同
年
に
生
活
社
を
開
始

し
、
や
が
て
草
士
社
へ
と
進
ん
で
い
く
の
だ
が
、
そ
の
生
活
社
第
一
回
展
の

出
品
目
録
（
一
九
一
三
年
）
に
、
彼
は
、
「
自
分
は
、
公
衆
と
自
分
と
の
交

（
釦
）

渉
に
高
を
く
、
ら
な
い
」
と
書
い
て
い
た
。
こ
の
年
は
、
第
二
「
生
の
芸

術
」
論
争
が
開
始
さ
れ
た
年
で
あ
る
。

四
不
協
和
音
ｌ
メ
デ
ィ
ア
と
大
衆

七
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（
別
）

右
の
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
第
二
回
展
を
見
た
佐
藤
緑
葉
は
、
「
近
代
思
想
』
（
一

九
一
三
年
四
月
）
に
次
の
よ
う
な
詩
を
発
表
し
て
い
る
。

何
処
よ
り
か
響
き
く
る
眩
き
は
？

わ
が
知
れ
る
、
階
下
な
る
、
職
工
の
「
活
字
返
し
」
か
。

註
、
「
服
薬
」
Ｉ
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
、
川
上
凉
花
氏
作
。
〔
註
Ｉ
原
文
〕

呆
然
と
た
、
ず
む
時
の

わ
が
皮
膚
の
な
つ
か
し
き
軽
き
汗
。

（
疲
れ
た
る
わ
が
胸
よ
）

廊
に
出
で
し
ば
し
見
る
窓
外
の
濠
割
の
水
。

石
膏
の
胸
像
は
眼
に
白
く
、
痛
く
沁
み
、

「
服
薬
」
の
頬
の
血
は
怪
し
く
も
づ
き
人
Ｉ
と
胸
を
つ
く
。

画
室
に
は
若
々
し
い
吾
々
の
「
同
時
代
」
と
、

テ
レ
ピ
ン
の
鼻
を
つ
く
生
き
た
る
匂
ひ
！

一
つ
一
つ
階
段
を
踏
ん
で
行
く
時
、

靴
の
音
は
快
く
楼
上
の
壁
に
鳴
る
。

画
廊
に
て

ロ
ー
カ
ル
・
カ
ラ
ー
、
生
命
、
公
衆

佐
藤
は
、
フ
ユ
ウ
ザ
ン
会
の
展
覧
会
場
で
「
吾
々
の
「
同
時
代
上
を
意

識
す
る
。
し
か
し
、
彼
の
身
体
は
同
時
に
、
会
場
と
な
っ
た
読
売
新
聞
社
の

階
下
か
ら
響
い
て
く
る
「
職
工
」
の
「
活
字
返
し
」
の
音
を
聞
き
取
っ
て
い

る
。
印
刷
労
働
者
の
労
働
が
発
す
る
音
は
、
新
時
代
の
絵
画
に
昂
奮
し
疲
労

す
る
詩
人
の
耳
朶
に
か
す
か
な
不
協
和
音
の
よ
う
に
響
い
て
く
る
の
で
あ

う
（
》
○

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
第
二
論
争
の
発
端
は
高
村
光
太
郎
の
一
時
事
新

報
』
紙
上
で
の
文
展
批
判
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
「
生
」
の
取
り
扱
い
方
で
あ

っ
た
が
、
こ
こ
で
他
の
論
者
の
評
を
振
り
返
る
と
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
論

点
と
し
て
「
公
衆
」
と
い
う
問
題
が
提
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
く
。

た
と
え
ば
石
井
柏
亭
は
、
「
此
一
二
年
来
一
般
公
衆
の
文
部
省
展
覧
会
に

対
す
る
興
味
の
激
増
し
た
こ
と
を
思
へ
ぱ
、
新
聞
の
美
術
評
な
ど
を
新
に
注

（
蛇
）

意
し
出
し
た
人
も
あ
る
に
違
ひ
な
い
」
と
書
き
、
木
下
杢
太
郎
は
、
「
或
程

度
ま
で
は
一
般
の
公
衆
に
対
し
て
〔
…
…
〕
鑑
賞
の
橋
渡
し
を
す
る
こ
と
も

出
来
る
か
も
知
れ
な
い
」
か
ら
、
「
新
聞
紙
上
の
論
説
と
い
ふ
性
質
上
最
も

（
羽
）

通
俗
的
な
仕
方
で
こ
の
義
務
を
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
書
い
て
い
た
。

両
者
と
も
公
衆
対
芸
術
と
い
う
視
点
か
ら
新
聞
で
の
批
評
の
有
効
性
に
つ
い

て
触
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ロ
ー
カ
ル
・
カ
ラ
ー
に
よ
る
対
象
把
握
（
「
生
命
」
の
定
着
）
は
、
一
面

に
お
い
て
は
、
自
然
主
義
的
な
観
照
理
論
（
主
客
の
「
混
融
」
）
と
同
じ
問

題
意
識
を
共
有
す
る
関
係
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
に
依
拠
し

な
が
ら
、
石
井
柏
亭
が
求
め
た
も
う
一
つ
の
も
の
は
、
絵
画
作
品
を
通
し
て

の
公
衆
（
民
衆
）
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
回
路
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

七
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ろ
う
か
。
彼
が
新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
性
質
に
こ
だ
わ
っ
た
の
も
、
芸
術

の
独
善
性
を
回
避
す
る
こ
と
に
切
実
な
意
味
を
見
出
し
て
い
た
可
能
性
を
示

唆
し
て
い
る
。

元
来
、
公
衆
と
い
う
視
点
は
、
彼
ら
の
芸
術
に
と
っ
て
第
一
義
的
な
問
題

で
は
な
か
っ
た
。
木
下
杢
太
郎
は
連
載
の
最
後
に
「
以
上
述
ぶ
る
所
は
唯
多

（
別
）

数
公
衆
の
不
蒙
を
啓
く
為
の
言
説
に
過
ぎ
な
い
」
と
は
っ
き
り
書
い
て
い

る
。
高
村
光
太
郎
の
文
展
評
が
あ
ま
り
に
独
断
的
に
作
品
を
批
判
し
去
っ
た

こ
と
か
ら
、
石
井
柏
亭
が
そ
れ
は
新
聞
と
い
う
場
所
に
妥
当
で
は
な
い
と
反

（
弱
）

論
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
ま
た
、
「
公
衆
」
が
、
す
で
に
無
視
し
え
な
い
存
在
と
な
っ
て
い

た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
パ
ン
の
会
に
も
出
入
り
し
、
の
ち
に
新
聞
挿
絵
画

家
と
し
て
も
活
躍
し
た
木
村
荘
八
は
、
当
時
、
「
公
衆
は
芸
術
家
を
最
も
手

ひ
ど
く
物
質
的
に
操
ろ
う
と
か
か
る
。
金
持
に
し
て
見
た
り
一
文
無
し
に
し

て
見
た
り
す
る
」
と
、
そ
の
危
険
性
に
つ
い
て
指
摘
す
る
一
方
で
、
「
そ
れ

が
真
義
の
芸
術
家
を
産
み
出
す
間
接
の
因
に
も
な
る
の
で
あ
る
」
と
、
柏
亭

（
弱
）

や
杢
太
郎
よ
り
も
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
公
衆
の
重
要
性
を
認
め
て
い
た
。

文
芸
を
重
要
な
思
想
伝
達
手
段
と
考
え
て
い
た
者
に
と
っ
て
は
、
公
衆
や

（
訂
）

民
衆
と
い
う
視
点
は
当
初
か
ら
不
可
欠
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
柏
亭
も
ま

た
、
メ
デ
ィ
ア
と
大
衆
と
の
関
係
が
芸
術
家
に
と
っ
て
早
晩
抜
き
差
し
な
ら

な
い
問
題
と
な
る
こ
と
を
、
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
の
翻
訳
な
ど
を
通
し
て
予
期
し

て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

な
お
、
二
つ
の
「
生
の
芸
術
」
論
争
の
問
に
は
、
山
脇
信
徳
・
武
者
小
路

実
篤
と
、
木
下
杢
太
郎
と
が
争
っ
た
「
絵
画
の
約
束
」
論
争
（
一
九
二
～

一
二
年
）
が
存
在
す
る
。
こ
こ
で
詳
細
に
立
ち
入
る
余
裕
は
な
い
が
、
こ
の

論
争
で
は
「
公
衆
」
が
論
議
の
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
五
十
殿
利
治
に

よ
れ
ば
、
「
だ
れ
も
が
公
衆
を
積
極
的
に
評
価
し
て
い
な
か
っ
た
に
も
か
か

（
錫
）

わ
ら
ず
、
公
衆
を
論
ぜ
ざ
る
を
え
な
」
い
と
い
う
不
可
避
的
な
事
態
が
、
論

争
の
参
加
者
た
ち
を
取
り
巻
い
て
い
た
。
こ
の
状
況
は
、
「
停
車
場
の
朝
」

か
ら
「
絵
画
の
約
束
」
、
そ
し
て
第
二
「
生
の
芸
術
」
論
争
へ
と
、
年
を
追

っ
て
無
視
し
え
な
い
確
定
的
な
事
実
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

二
つ
の
「
生
の
芸
術
」
論
争
は
、
絵
画
（
芸
術
）
は
誰
の
も
の
か
、
誰
が

そ
の
価
値
の
高
下
を
判
断
す
る
の
か
、
そ
の
判
断
基
準
は
何
な
の
か
と
い
う

問
題
を
、
一
九
一
○
年
代
初
期
に
お
い
て
先
駆
的
に
提
出
し
て
い
た
。
そ
の

中
で
、
石
井
柏
亭
の
求
め
た
「
ロ
ー
カ
ル
・
カ
ラ
ー
」
は
、
き
わ
め
て
常
識

的
で
温
柔
な
絵
画
論
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
彼
の
絵
画
論

は
、
一
枚
の
絵
を
間
に
お
い
て
制
作
者
と
鑑
賞
者
が
対
話
的
関
係
を
構
築
す

る
こ
と
を
要
求
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
本
稿
で
取
り

上
げ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
本
間
久
雄
の
芸
術
鑑
賞
論
な
ど
と
も
近
い
よ

う
で
あ
る
。
文
学
に
お
い
て
は
、
こ
の
本
間
久
雄
が
発
端
と
な
っ
て
大
規
模

な
民
衆
芸
術
論
争
が
開
始
さ
れ
る
。
芸
術
と
民
衆
・
大
衆
の
関
係
を
め
ぐ
る

テ
ー
マ
は
、
そ
の
後
も
繰
り
返
し
問
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
問
題
で
あ

り
、
あ
ら
ゆ
る
芸
術
が
、
一
度
は
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ｌ
と
い
う

よ
り
も
、
解
決
も
付
か
な
い
ま
ま
に
押
し
流
さ
れ
て
い
く
し
か
な
い
よ
う
な

性
質
の
ｌ
近
代
の
難
問
で
あ
っ
た
。
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
優
位
性
を

確
固
と
し
た
も
の
に
し
て
い
た
は
ず
の
洋
画
は
、
し
か
し
（
だ
か
ら
こ

そ
）
、
そ
の
象
徴
と
も
い
え
る
文
展
に
お
い
て
、
お
の
れ
の
存
在
意
義
を
鋭
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く
問
い
た
だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

註（
１
）
鍵
岡
正
謹
「
山
脇
信
徳
」
（
高
知
新
聞
社
、
二
○
○
二
年
）
七
一

頁
。

（
２
）
中
村
義
一
『
日
本
近
代
美
術
論
争
史
』
（
求
龍
堂
、
一
九
八
一

年
）
一
六
九
頁
。

（
３
）
前
掲
、
鍵
岡
正
謹
『
山
脇
信
徳
」
七
一
～
七
二
頁
。
お
よ
び
、

高
村
光
太
郎
「
ン
国
エ
○
の
田
ヨ
ン
因
函
ン
の
」
ニ
ス
バ
ル
」
一
九
一
○

年
二
月
）
。

（
４
）
左
憂
生
〔
高
村
光
太
郎
〕
「
文
部
省
展
覧
会
合
評
洋
画
」
（
「
早

稲
田
文
学
」
一
九
○
九
年
十
一
月
）
。

（
５
）
座
談
会
コ
タ
話
」
（
「
ス
バ
ル
」
一
九
○
九
年
十
一
月
）
に
お

け
る
永
井
荷
風
の
発
言
、
お
よ
び
、
「
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
氏
の

談
話
」
（
『
方
寸
」
一
九
○
九
年
十
二
月
）
。

（
６
）
石
井
柏
亭
「
方
寸
書
架
」
（
「
方
寸
」
一
九
一
○
年
二
月
）
。

（
７
）
高
村
光
太
郎
「
文
展
の
彫
刻
」
（
「
時
事
新
報
」
一
九
一
三
年
十

月
二
十
四
～
二
十
八
日
）
。

（
８
）
石
井
柏
亭
「
生
の
芸
術
の
主
張
に
対
す
る
反
感
」
（
『
太
陽
』
一

九
一
四
年
一
月
）
。

（
９
）
高
村
光
太
郎
「
言
ひ
た
い
事
を
言
ふ
」
（
「
読
売
新
聞
」
一
九
一

四
年
二
月
二
十
二
日
、
三
月
一
日
）
。

（
皿
）
石
井
柏
亭
「
再
び
「
生
の
芸
術
」
に
就
て
」
二
読
売
新
聞
』
一

ロ
ー
カ
ル
・
カ
ラ
ー
、
生
命
、
公
衆

九
一
四
年
三
月
八
日
）
。

（
Ⅱ
）
石
井
柏
亭
「
日
本
に
於
け
る
洋
風
画
の
沿
革
」
（
岩
波
講
座
「
日

本
文
学
」
一
九
三
二
年
九
月
十
五
日
）
。
高
村
光
太
郎
「
父
と
の
関

係
」
（
「
新
潮
」
一
九
五
四
年
三
～
五
月
）
参
照
。

（
吃
）
土
方
定
一
「
印
象
主
義
以
後
」
二
世
界
美
術
全
集
」
第
二
十
五

巻
、
平
凡
社
、
一
九
五
四
年
）
。
「
土
方
定
一
著
作
集
」
第
七
巻
（
平

凡
社
、
一
九
七
六
年
）
所
収
。

（
Ｂ
）
前
掲
、
石
井
柏
亭
「
日
本
に
於
け
る
洋
風
画
の
沿
革
」
に
も
、

文
展
の
影
響
力
が
画
家
の
生
活
を
直
接
に
左
右
す
る
こ
と
で
「
ア
カ

デ
ミ
ズ
ム
が
根
を
張
る
や
う
に
な
っ
た
」
と
あ
る
。
文
展
の
観
衆
数

に
つ
い
て
は
五
十
殿
利
治
「
観
衆
の
成
立
」
（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
○
○
八
年
）
を
参
照
し
た
。

（
ｕ
）
前
掲
、
石
井
柏
亭
「
生
の
芸
術
の
主
張
に
対
す
る
反
感
」
。

（
旧
）
前
掲
、
石
井
柏
亭
「
再
び
「
生
の
芸
術
」
に
就
て
」
。

（
略
）
石
井
柏
亭
訳
「
芸
術
の
歴
史
」
（
「
方
寸
」
一
九
○
七
年
八
月
三

十
日
）
、
同
訳
「
女
神
『
芸
術
」
」
（
「
方
寸
』
一
九
○
八
年
一
月
十
三

日
）
は
、
と
も
に
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
著
「
テ
ン
・
オ
ク
ロ
ッ
ク
」
の
部

や
す
も
の

分
訳
。
前
者
で
は
「
大
衆
」
に
迎
合
す
る
商
業
者
が
「
廉
物
」
を
製

造
し
て
粗
製
品
が
美
術
を
圧
倒
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
Ⅳ
）
石
井
柏
亭
訳
「
絵
画
雑
論
」
上
・
中
・
下
含
方
寸
」
一
九
○
八

年
四
月
五
日
、
五
月
二
十
日
、
七
月
三
日
）
。

（
略
）
小
島
烏
水
「
紀
行
文
論
」
（
『
文
庫
」
一
九
○
七
年
九
月
）
。
引
用

は
『
小
島
烏
水
全
集
」
第
五
巻
（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
○
年
）
。
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（
四
）
石
井
柏
亭
「
方
寸
書
架
」
二
方
寸
」
一
九
○
八
年
十
月
三
日
）
。

（
別
）
石
井
柏
亭
「
方
寸
言
」
（
「
方
寸
」
一
九
○
八
年
十
一
月
二
十

日
）
・

（
別
）
前
掲
、
鍵
岡
正
謹
「
山
脇
信
徳
」
八
○
頁
。

（
〃
）
石
井
柏
亭
談
「
土
地
の
キ
ヤ
ラ
ク
タ
ア
を
重
ん
ず
る
」
（
「
美
術

新
報
」
一
九
一
○
年
八
月
）
。

（
羽
）
石
井
柏
亭
「
方
寸
言
」
（
「
方
寸
」
一
九
○
九
年
三
月
二
十
八

日
）
・

（
別
）
蒲
原
有
明
「
文
章
上
に
於
け
る
色
彩
の
観
念
」
（
『
文
章
世
界
」

一
九
○
九
年
十
一
月
一
日
、
増
刊
秋
風
号
）
。

（
妬
）
石
井
柏
亭
「
絵
画
の
技
法
」
（
「
新
潮
」
一
九
○
八
年
十
二
月
）

に
「
一
つ
の
画
に
あ
っ
て
、
其
画
中
の
色
と
相
照
し
、
筆
は
筆
と
相

応
じ
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
斯
く
し
て
画
に
調
和
が
あ
り
又
統
一

が
あ
る
。
〔
：
：
：
〕
斯
様
な
画
は
持
続
し
た
る
感
興
の
下
に
し
て
始

め
て
行
は
れ
得
る
。
感
興
の
持
続
な
く
し
て
無
理
に
出
来
た
画
に
筆

と
筆
と
の
統
一
を
望
む
こ
と
は
出
来
ぬ
」
と
あ
る
。

（
恥
）
木
下
杢
太
郎
「
冨
己
目
目
ｇ
乏
三
唾
ご
ｓ
‐
．
○
皆
目
口
鴨
ョ
①
三
．

［
乏
三
鷺
一
①
『
．
◎
君
①
。
○
六
○
百
『
ｏ
君
。
．
］
」
（
「
方
寸
」
一
九
○
九
年
二
月

十
八
日
）
。
次
頁
、
【
参
考
資
料
】
参
照
。

（
〃
）
北
原
白
秋
「
金
と
青
と
の
」
（
一
九
一
○
年
五
月
）
。
「
東
京
景
物

詩
」
（
東
雲
堂
、
一
九
一
三
年
七
月
）
所
収
。

（
羽
）
野
田
宇
太
郎
「
解
題
」
。
『
明
治
文
学
全
集
」
第
七
四
巻
（
筑
摩

書
房
、
一
九
六
六
年
）
所
収
。
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
の
絵
と
パ
ン
の
会
参

加
者
の
詩
に
つ
い
て
は
、
本
書
に
教
示
を
受
け
た
。

（
羽
）
鈴
木
貞
美
。
生
命
」
で
読
む
日
本
近
代
」
（
日
本
放
送
出
版
協

会
、
一
九
九
六
年
）
一
九
七
頁
。

（
釦
）
岸
田
劉
生
「
展
覧
会
の
前
に
」
（
「
生
活
社
主
催
第
一
回
油
絵
展

覧
会
出
品
目
録
」
一
九
一
三
年
十
月
）
。

（
別
）
佐
藤
緑
葉
は
、
明
治
三
十
年
代
よ
り
新
体
詩
を
「
新
声
」
な
ど

に
発
表
し
て
い
た
。
早
稲
田
在
学
中
に
若
山
牧
水
ら
と
北
斗
会
を
結

成
し
、
や
が
て
大
杉
栄
・
荒
畑
寒
村
の
『
近
代
思
想
』
と
関
係
を
持

っ
た
。
近
代
戦
に
お
け
る
大
量
死
を
描
い
た
小
説
「
人
間
屠
殺
所
」

を
翻
訳
す
る
な
ど
、
「
近
代
思
想
」
の
有
力
な
執
筆
者
の
一
人
で
あ

っ
た
。

（
犯
）
石
井
柏
亭
「
文
展
の
日
本
画
」
二
時
事
新
報
」
一
九
一
三
年
十

月
二
十
三
～
二
十
八
日
）
。

（
詔
）
木
下
杢
太
郎
「
文
展
の
洋
画
を
評
す
」
（
「
時
事
新
報
」
一
九
一

三
年
十
月
十
七
～
二
十
三
日
）
。

（
別
）
同
前
。

（
弱
）
前
掲
、
石
井
柏
亭
「
再
び
「
生
の
芸
術
」
に
就
て
」
（
「
読
売
新

聞
」
一
九
一
四
年
三
月
八
日
）
。

（
記
）
木
村
荘
八
「
芸
術
家
と
公
衆
と
ｌ
い
ろ
い
ろ
の
展
覧
会
を
見

て
」
（
「
現
代
の
洋
画
」
一
九
一
四
年
二
月
）
。
「
木
村
荘
八
全
集
」
第

一
巻
（
講
談
社
、
一
九
八
二
年
）
所
収
。

（
訂
）
た
と
え
ば
山
路
愛
山
「
文
章
に
も
聴
衆
あ
り
」
（
『
文
章
世
界
」

オ
ー
ヂ
ン
ス

一
九
○
九
年
十
一
月
一
日
、
増
刊
秋
風
号
）
に
は
、
「
文
章
に
も
聴
衆

七
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古
い
楢
の
木
暮
れ
て
ゆ
く
「
想
い
」
の
梢

空
に
震
う
。
そ
の
幹
の
瓦
斯
に
火
が
つ
く
、
船
着
場
の
ほ
と
り
。

あ
え
か
な
る
い
と
美
し
き
病
め
る
お
み
な
よ
。
わ
が
心
ｌ

ガ
ラ
ス
窓
声
し
め
や
げ
る
青
き
匂
い
を
き
き
す
め
る

銀
の
よ
う
な
る
湖
は
、
で
な
く
て
も
暮
れ
ゆ
く
も
の
を
、

湖
の
メ
ラ
ン
コ
リ
ァ
は
沈
み
ゆ
き
ゆ
き
、
Ｉ
向
こ
う
の
里
の

み
ぎ
わ
ま
で
広
ま
り
ゆ
き
て
、
あ
れ
、
こ
ん
小
雪
が
は
ら
ら
ふ
り
ふ
り
、

ま
た
山
を
隠
し
て
し
ま
う
。
暮
れ
方
の
ヰ
ス
キ
イ
か
、
淡
い
波
音
。

一
参
考
資
料
】
（
試
訳
ｌ
村
田
）

湖
と
ヰ
ス
キ
イ
と
の
ア
ラ
ン
ヂ
マ
ン

（
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
の
絵
の
心
を
）

と
云
ふ
も
の
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
即
ち
読
者
の
種
類
に
依

っ
て
、
文
章
も
亦
変
っ
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
事
で
あ

る
」
、
「
言
文
一
致
は
実
に
今
日
の
社
会
民
衆
の
最
大
多
数
の
要
求
す

る
声
で
あ
っ
た
」
と
あ
る
。

（
銘
）
前
掲
、
五
十
殿
利
治
「
観
衆
の
成
立
」
九
七
頁
。

ロ
ー
カ
ル
・
カ
ラ
ー
、
生
命
、
公
衆

木
下
杢
太
郎

船
は
ゆ
く
、
船
は
ゆ
く
、
暮
れ
て
ゆ
く
湖
の
上
を

銀
の
や
う
な
る
メ
ラ
ン
コ
リ
ア
を
薄
着
な
る
心
の
船
が
、

ま
た
追
懐
の
ヰ
ス
キ
イ
の
蟇
わ
し
げ
な
る
振
り
返
り
。

船
海
の
真
中
に
出
づ
れ
ぱ
、
人
は
ま
た
銀
の
笛
吹
く
、

そ
の
笛
の
音
は
ひ
ゆ
る
ひ
ゆ
る
と
濁
れ
る
霧
の
中
へ
消
え
る

ぴ
‐
こ

金
髪
の
ョ
－
ロ
ッ
パ
人
、
旅
姿
ｌ
船
に
乗
り
岸
を
離
る
る
。

び
と

か

若
人
の
提
げ
た
る
箱
よ
、
油
絵
具
よ
、
テ
レ
ビ
ン
の
香
よ

か
お
り

ま
た
ヰ
ス
キ
イ
の
紫
の
強
い
香
が
湖
に
、

あ
れ
に
じ
み
つ
つ
、
匂
い
つ
つ
、
ま
た
わ
り
な
し
や
霞
み
つ
つ

た
ち
ま
ち
に
、
町
の
方
よ
り
華
や
か
な
人
の
さ
ざ
め
き
、
犬
の
鈴
Ｉ

ら
ら
、
あ
ら
、
ら
ら
、
心
の
奥
の
遠
里
の
暮
れ
の
鐘
鳴
る

（
む
ら
た
・
ひ
ろ
か
ず
本
学
助
教
）

七
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